
実施日：２０１９年１２月１９日 

水海道ロータリークラブ職業奉仕・プログラム委員会合同企画 

取手競輪場職場訪問 
２０１９年９月２３日、鬼怒川サイクルフェスタ 2019 における日本競輪選手会取手支部の

方々との協力支援に始まり、１１月６日には外部卓話にて取手支部長、事務長が例会場に来訪。

そして１２月１９日、２８名の会員が参加し取手競輪場訪問に至りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

正面入り口に取手支部長の戸邉様、事務長の小川様、ガールズ選手が出迎えてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「来賓特別許可証」の名札プレートが配られ、少々VIP

気分です。初日開催ということですが、意外と閑散とし

ていました。今はインターネットやスマホでの車券投票

割合が多いそうです。至る所に大型モニターがたくさん

配備されハイテクな部分も垣間見えました。更に場内は

禁酒、観覧席・観覧ルームも禁煙、トイレもすべてウォ

シュレット、ダフ屋も皆無。従来の公営ギャンブルイメ

ージとは程遠く、おもてなしの運営を強く感じた次第で

す。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

案内されたのは正面３階の特別室。昼食を済ませ、競輪の基本的イロハの講習。男子は出身

地域別に上位入賞への戦略戦術があるそうで、競馬のように実力どおりの結果にはならないと

のこと。反面、女子は実力一本主義のようです。確かに女子２レースとも本命がゴール。 

 

 

 

 

 

 

 

 

続いて車券の購入方法についての話。マークシートに鉛筆で塗りつぶし、すべて機械精算。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案内スタッフとの会話を楽しみ、迫力ある女子２レース、

男子１レースを間近に見学。最後に取手支部ガールズ選手の

今後の活躍を祈念。ご覧のようなお土産とクラブの全会員に

カレンダーを頂きました。ご参加の会員におかれましては貴

重な体験になりましたら幸いに存じます。 

職業奉仕委員長 大澤 清 プログラム委員長 石塚克己 


